
JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会（TC-073A）

次世代技術WG（第２WG）　

第４回　会議　議事録（案）

1． 日時：2008年8月25日　15：00～17：00

2． 場所：JCI第５会議室（11F）

3． 出席者： 12名　　(下線は欠席者)　
西山峰広，春日昭夫，内野英宏，丸田　誠，深井　悟，小室　努，増田安彦，上田博之，福井　剛，阿波野昌幸，張建東、杉田篤彦，有光政彦，西村一博，菅田昌宏（記録）

大野一昭（JCI事務局）

4． 配付資料：

：議事次第

WG2－23
：第3回次世代技術WG（第2WG）会議事録（案）

WG2－24
：第3回全体委員会議事録（案）

WG2－25
：研究集会：～プレストレス技術の今，そして未来～（記録　福井委員）

WG2－26
：報告書目次案rev.3（西山主査）
5． 議事内容：

(1) 資料2-23　前回WG2議事録の確認／承認

　前回議事録の内容を確認し、承認された。

（2）資料2-24第3回　全体委員会の議事録内容確認

　前回全体委員会議事録の内容を確認した。

（3）資料2-25　研究集会（2008年福岡）の記録

　記録の内容を確認し、本WG内で承認された。本資料と研究集会当日に撮影した写真を合わせて事務局に提出した。

(4)資料2-26　報告書目次案rev.3について

・次世代ＷＧの担当部分に関して、性能別の分類で書くのは難しい項目もあるのではないか。事例（実物件、技術、工法）をあげて、それに関して記述してゆくのが比較的容易であろう。さらに、第一WGの担当となる基礎技術との棲み分けが難しいのではないか？

⇒第二WGでは研究レベル、規準書等に出ていないか、出ていてもあまり普及していないようなものが対象になるだろう。最終的には、第一WGとの摺り合わせが必要と考えている。また、性能別の項については出来る範囲で最新の情報（論文・報告など）を網羅して体系的に記述してほしい。

・環境性能に関して、CO2排出量を部材レベルで比較検討してみるのもよいと思う。例えば、鋼製橋梁とPC橋とでCO2排出量を比較してみてはどうか。また、研究集会で発表したハイブリッドについても、さらにまとめなおして記述してゆきたい（担当：春日主査）。

・ボックス桁のプレテンションウエブ工法（内野幹事）適用事例を通じて施工性に関する記述を行うことができると思われるが、事例を通じて構造や施工さらにコストなどの記述を一気に行うという方法もある。

・耐震補強については、PC技術協会でまとめた資料があるのでこれを参考にまとめてみる。パラレル工法についても記述する（担当：増田委員）

・PC部材を圧着して橋脚を耐震補強する工法など、前回（1991年の報告）から進歩している技術をまとめて報告してはどうか。風力発電タワーについては実例を交えて紹介することができる（担当：杉田委員）。

・大阪市の中央体育館に関して、その後（トラブルが起こっていないかなど）の状況、耐久性について、公表できるような情報があれば提供してもらえないだろうか（担当：阿波野委員）。

・サイロ、容器などの工作物に関しても記述してほしい。

・土木構造物での耐久性を調査したような事例はないだろうか？

　⇒あるとは思うが、一般的に考えて公表されているものはほとんど無いと思う。

・プレキャスト橋脚に関する記述が可能である（西村委員）。

・統計資料については、PC建協のデータを活用し、不足分は出来る範囲で、各社が持ち寄るようにしてはどうか。　⇒　情報収集は簡単ではないので、状況を見ながら対応する。

・2ないしは3章に、「ひび割れ幅評価」についての記述を行いたい（岡本委員、福井委員）。

・シンポジュームに際しての論文募集を行うかどうかは、今後の検討課題とする（西山主査からアンケートを各委員に送付し、論文がどの程度集まりそうかを調査して、開催するかどうかの判断を行う）。

（10） 次回の第二WG開催予定と次回までの宿題

・次回までに、どのような記述ができるか、どのような項目を記述しなければならないか、それぞれの担当範囲について、各自項目を抽出して提出する。

・5章の実例については、フォーマット（案）を深井委員が作成して各委員に配布する。各自事例をフォーマットに従って記入して次回までに持参する。

・2章については、詳細な項目案を深井委員が作成し、執筆担当を適宜割り振って、記述を進めるものとする。

・6章での記述について、可能であれば調査されているシラバス自体を載せてほしい。⇒PC技術協会から詳細な資料が出てくるはず（担当：岸本委員）。
次回予定

2008年11月4日（火）　14：00～17：00　JCI会議室にて

参考：次回WG1は、11月7日の予定

　　　　次回全体会は12月初旬～中旬に開催する予定、追って日程調整を行う。
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